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審歯類における父親行動研究の最近の動向
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　　In　most　rodents，fathers　take　care　of　their　pups　as　much　as　mothers，which　is　ca11ed　patemal

behavior．Research　shows　that　paterna1behavior　is　inf1uenced　by　the　mating　system　of　the　spe－

cies，externa11y　or　interna11y　controI1ed　hormona1conditions　of　fathers，and　preceding　socia1ex－

periences　of　the　father　with　others．The1ast　of　these　seems　most　important　particu1ar1y　for　inves－

tigating　how　paterna1behavior　faci1itates　the　growth　and　development　of　pups．However，there

has　been　little　research　on　how　th6qua1ity　and　quantity　of　paternal　behavior　determines　the　faci－

1itation－1naddition，itshouldbenotedthattheindirecteffectsoffathersup㎝pupsthrough
mothers　may　not　be　ignored．

Key　words：paterna－behavior，pup　development，indirect　effects　of　fathers，review，rodents．

　多くの動物の親は，仔が成長して一人立ちできる

ようになるまで仔の世話をする．我々は，母親が授

乳をする必要がある哺乳類を基準に考える傾向があ

るために，母親による世話の方に注目しがちである．

しかし動物全体を見れば，仔の世話が父親によって

行なわれる種が非常に多いことが分かる（Rid1ey，

ユ978；K1eiman，＆Ma1co㎞，ユ98ユ参照）．

　魚類では，メスの産卵後に仔（卵）の世話がみられ

る種と全くみられない種とがある．世話がみられる

場合には，およそその半分の種で父親だけが世話を

行なう．その世話の内容は，卵を産むための巣を作っ

たり，卵に新鮮な水を送ったり，卵や稚魚を捕食者

から守ることなどである．ヨウジウオ科（タツノオ

トシゴ属∬伽06α伽伽など）のように父親の体内の

育児嚢で卵を保育する種もある（Gitt1eman，198ユ）．

　両生類の中では，カエル類で特に父親による世話

が発達している．例えば，ヤドクガエル属
（Dθ〃γobα亡θ∫）の数種は，父親が卵が艀化するまで卵

塊の世話をし，艀化したオタマジャクシを水たまり

まで運んでいく（Wei1s，198工）．

　鳥類では，父親の世話がむしろ普通に行われてい

る．多くのトリは一夫一妻で，夫婦両方によって仔

の世話が行なわれるが，中には，アメリカダチョウ

（”θαα舳γ｛6α伽），ナンベイトサカレンカク（伽α伽

8柳08α），エミュー（1）γ㎝｛60づ洲例ωαθんo〃α〃d4αθ），ラ

タオビチドリ（0んα伽d伽”。6ψ刎8）などのように，

父親だけが世話をする種もある（Ridley、ユ978；
Trivers，1985）．

　哺乳類の仔は母親の胎内から出生し，発達初期の

栄養を主に母親の授乳に頼っている二しかし，イヌ

科（0α舳αθ）のタヌキ（抑o肋肋8力γoη㎝o〃θ8）やキ

ッネ（吻伽∫伽伽8）は一夫一妻で両親が共同して世

話をする．われわれヒトの父親も子に対して多くの

時問とエネルギーを費やすし，ヒト以外の霊長類の

一部の種（テナガザル科〃obα伽岬など）でも父親

による仔の世話がみられる（K1eiman＆Ma1co1m，
1981）．

　このように動物界全体では父親による仔の仕話は

むしろ普遍的なものであり，母親の世話のみが強調

されがちな哺乳類においてもそれは例外ではない．
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　　これは，哺乳類においても，仔の成長のためには母

　　親の世話だけでは不十分で，そこに父親が必要であ

　　ることを強く示唆するものである．

　　　ところで，ヒトを動物全体の中に位置づけ，種間

　　の心理的行動的メカニズムを比較研究する比較心理

　　学においては，ラット（肋物8％o伽g伽18）やマウス

　　（脇∫榊〃80伽∫）を中心として，小型哺乳類である醤

　　歯類が研究対象として多く用いられてきた，これま

　　で醤歯類の養育行動（parenta1behavior）の研究も少

　　なからず行なわれてきたが，そこでは母親による養

　　育行動（materna1behavior）が中心的に取り上げられ

　　てきた．しかし；ラットやマウスなどの蕃歯類にも，

　　父親による養育行動（「父親行動（paterna1

　　behavior）」と呼ばれる）が一般に認められる

　　（Dewsbury，1985）．実際の自然場面においても，キ

　　ヌゲネズミ亜科（0伽伽αθ）の大部分の種のように

　　単独性（So1itary）であるものを除けば，ほとんどの

　　場合，父親は幼弱な仔の近くにいてその養育に関与

　　していると考えられる．

　　　仔の養育において，母親の養育行動のみを研究の

一　対象とすることは，両親が仔の成長に関してどのよ」

　　うに関わっているかを知るうえで，非常に重要な側

　　面を欠く．親の養育行動と仔の成長との問の真の関

　　係を理解していくためには，今後，母親のみでなく，

　　父親が仔に対しどのように関わっているのか，その

　　行動はどのようなメカニズムによって生ずるのか，

　　そしてその結果仔の成長がどのように影響されるの

　　かを明らかにしていくことが必要である．

1．習歯類の父親行動

　Kleiman＆Ma1co1m（1981）によれば，親の養育行

動は，仔との身体接触により直接的に仔の生存を高

めるような「直接的行動」と，仔に対する直接の行

動的な働きかけはないが後に仔の生存を高めるよう

な「問接的行動」とに分けられる．Dewsbury（1985）

によれば，醤歯類に見られる父親行動の中で，直接

的行動とは，ハドリング（hudd1ing：仔と一緒に寝る，

仔に覆い被さる，授乳姿勢をとるなど），グルーミ

ング（groOming：仔を掃除する，舐めるなど），仔運

び（retrieving：仔を主に巣へ運び込む），遊び（p1ay），

指導（tutOring：仔の学習を促進するような行動），給

餌（providi㎎food：仔に餌を与える）などである．こ

れらの行動のうち，ハドリング，グルーミング，仔

運び，給餌には，主に体温調節，生存維持，安全保

護の機能がある1遊びや指導の機能に関しては，採

餌行動の学習促進（Ga1ef＆C1ark，1971）などが報告

されている、一方，間接的行動としては，巣作り
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（nest－building），捕食者や同種他個体からの保護，

捕食者の警戒などが挙げられる．全ての醤歯類のオ

スにおいて，上述の父親行動の全てが見られるわけ

ではないが，ほとんどの種は少なくともその一部を

示すことが知られている．

　実験室研究で最も広く用いられているマウス
（Priestna11＆Young，1978；Jakubowski＆Terke工，

1982；Ostermeyer＆E1wood；1983）やラット
（Rosenb1att，1967）では，ハドリング，グルーミング，

仔運び，巣作りなどの父親行動をオスが示すことが

広く知られている．

　また，北・中央アメリカに広く分布するシロアシ

マウス属（1〕θγ㎝ツ86〃8）では，特に多くの種の父親行

動が報告されている．カリフォルニアシbアシマウ

ス（R6α蜥o榊｛o〃3）では，父親行動として，ハドリン

グ，グルーミング，仔運びが認められ（Dudley，

1974a），シロアシマウス（R1召〃oo伽∫）のオスは，グ

ルーミングと仔運び（Homer，1947）に加えて，巣作

り（Hartung＆Dewsbury，1979），ハドリング
（McCarty＆Southwick，1977a）を示すことが報告さ

れている．他に，クロテシロアシマウス（R
舳1α〃06α伽）やメキシコシロアシマウス（R
伽κ｛oα舳8），ハイイロシロアシマウス（R〃｛㎝o肋S）

では捕食者からの保護が観察されている
（Dewsbury，1985参照）．

　北・中央アメリカの乾燥地帯に棲息するバッタマ

ウス属（0岬ん㎝岬）では，キタバッタマウス（0．

1θ〃Co鮒〃）が巣作り，ハドリング，仔運び，給餌を

示し（Ruffer，1965a，b），ミナミバッタマウス（0．

亡oγγづ伽8）がハドリング，グルーミング，仔運びを示

すこと（Horner＆Tay1or，ユ968；McCarty＆South－

wick，1977a）がそれぞれ報告されている．

　北・中央アメリカからユーラシアにかけての雪で

覆われることの多い地域に広く分布するハタネズミ

属（〃oγo肋∫）に関しては，カリフォルニアハタネズ

ミ（〃oα蜥o榊づC洲），モンタナハタネズミ（〃
伽棚α舳8），プレーリーハタネズミ（〃．06〃ogα8なθγ），

アメリカハタネズミ（〃μ舳8ルα〃づ舳）で巣作り，一

グルーミング，仔運びが見られることをHartung＆

Dewsbu．y（1979）が報告している．カリフォルニア

ハタネズミ（Hatfield，1935）とプレーリーハタネズミ

（Wi1son，1982）では，ハドリングも観察されている．

　アフリカ北部から中国北部にかけての主に乾燥地

域に分布しているスナネズミ属（Mθγ伽θ∫）では，ス

ナネズミ（〃舳g〃〃α肋8）のハドリング，グルーミ

ング，仔運び，巣作りが報告されている（E1wood，

1975；Waring＆Perper，1979．1980）．フトスナネ

ズミ（〃、oγα∬洲）とタマリスクスナネズミ（〃．
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勉伽αγづ86｛舳∫）では捕食者からの保護も報告されてい

る（Dewsbury，1985参照）．

　ゴールデンハムスター（Mθ806γづoθ肋8α〃α物8）のオ

スも，仔運び（Marques＆Valenstein，1976），ハド

リング（Marques＆Va1enstein，1977），グルーミン

グ（Rowe11．1961）を示すことが観察されている．

　このように，ネズミ型醤歯類（醤歯目Rodentiaネ

ズミ亜目Myomorpha）では父親行動は一般的であ

り，むしろ父親行動を示さない種の方が例外的であ

る．しかしながら，それぞれの種によって観察され

る父親行動は様々であり，その生起の量的レベルに

’もかなりの差がある、この種間の変異は，後述する

ようにそれぞれの種が有する配偶システム（mating

SyStem）の差によるところが大きいことが指摘され

ている（Dewsbury，1981）．同時に，父親行動は同一

種内における変異も大きい、これは父親行動が，環

境によって様々に変異する柔軟性を持った行動であ

ることを示すものである．

2．父親行動を規定する要由

（1）種間変異

　蕃歯類は，その配偶システムから，個体ごとにな

わばりを持ちオスとメスとが同居しない単独性
（SOlitary），少なくとも一繁殖期間中はオス・メス

ー匹ずつが「つがい」を形成する一夫一妻
（monOgamy），一匹のオスが複数のメスと交尾を行

なう一夫多妻（po1ygamy）の三つに分類できる
（E1wood，1983）．一般に，一夫一妻の傾向が強い種

のオスほど，実験室において量的および質的に高い

レベルの父親行動を示す（Dewsbury，1981；K1eiman

＆Ma1co1m，ユ981；Brown，1993）．

　ハタネズミ属の中では，アメリカマツネズミ
（〃6γ伽∫柳肋γ舳）とプレーリーハタネズミが一夫

一妻であり，父親行動のレベルが非常に高い
（O1iveras＆Novak，1986）．逆に，一夫多妻である

アメリカバタネズミ（O1iveras＆Novak，1986）とモ

ンタナハタネズミ（McGuire＆Novak，1986）の父親

行動のレベ、ルは低い．シロアシマウス属
（。肋㎝ツ86〃8）でも，一夫一妻の傾向の強い種のオス

ほど父親行動のレベルは高い（Wo1ff＆Cicere11o，

1991）．中でもカリフォルニアシロアシマウスは一

夫一妻の傾向が最も強い種であり（Dewsbury，
1981），父親行動のレベルも極めて高い（Gubernick

＆Alberts，1987）．その他の種では，スナネズミが「つ

がい」を形成する種で一夫一妻の特徴を有し（Agren，

1976；　Brown，　Hauschild，Holman，　＆　Hutchison，

1988），そのオスは，メスと同程度の時間を巣の中
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で仔と一緒に過ごすほど，父親行動のレベルが高い

（Elwood，1975）．逆に，ラットは一夫一妻の傾向が

非常に弱い種であり（Dewsbury，1981），父親行動の

レベルも極めて低い（Brown，1986a）．マウスはラッ

トに比べると一夫一妻の傾向が強く，父親行動のレ

ベルも高い（E1wood，1985）．

　一夫一妻あるいは一夫多妻といった配偶システム

は，見方を変えれば，その種のオスがどのような繁

殖戦略をとっているかを示している．動物が自身の

繁殖成功を高めるためにとり得る戦略には，仔を可

能な限り増やすか，それとも少ない数の仔を確実に

育てるかという二極がある．前者の場合，仔の数を

増やすためには，オスは交尾する機会をできるだけ

増やすしかなく，結果として，産まれた仔の世話よ

りも新しい交尾相手となるメスを探すことに時間を

費やすことになる．これが一夫多妻の配偶システム

となる．デ方，少ない数の仔でもそれを確実に生殖

年齢まで生存させるためには，オスは他のメスとの

交尾の機会を犠牲にして，仔の世話に時間とエネル

ギーを費やさなければならない．この必要性が一夫

一妻の配偶システムを形成することになる．した
がっそ，一夫一妻の種のオスが高いレベルの父親行

動を示すのは，世話を必要とするような動物の仔の

生存を確実にするため，むしろ当然のことなのであ
る．

（2）血縁性

　父親行動という養育行動が，オスにとって自らの

繁殖成功を高めるためのものであるならば，オスが，

自分自身の仔に対しても他のオスの仔に対しても常

に父親行動を示すのは適応的であるとは言えない1

実際に，オスの成体は，仔に対して養育的行動のみ

を常に示すわけではなく」，ときには傷つけ殺すよう

な行動をとることもある．これは動物一般にみられ

る「仔殺し（infanticide）」である．この仔殺し行動

に関する研究は，野外におけるハヌマン＝ラングー

ル（肋吻眺θ物吻8）の仔殺しの観察に始まってい

る（杉山，1980）．この行動は，発表された当初，異

常な行動であると考えられていた．しかし，ラングー

ルの群を新しく乗っ取ったオスは以前のリーダーで

あったオスの仔を殺すことによってその母親の発情

を誘発し交尾をしていることが明らかになり，この

仔殺し行動は，自分自身の繁殖機会を増やすための

繁殖戦略であり適応行動であるという説明がなされ

るようになった（Hausfater＆Hrdy，1984）．

　養育行動としての「父親行動」も，一見その対極

的な行動と見える「仔殺し」も，どちらもオスの繁

殖戦略の一側面であり，オスが仔に対していずれの
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行動をとるかは，その仔が自身の仔であるか否か，

すなわちどの程度血縁的な関係があるかによって規

定されていることになる．

　オスがこのような戦略をとるためには，自身の仔

と他のオスの仔とを識別できることが不可欠とな

る．近年の研究により，蕃歯類のオスにも仔の認知

能力があることが分かってきている．例えば，

CF－1系マウスのオスは，自分の仔よりも他の仔の

匂いを多く嗅ぐこと（Oste．meyer＆Elwood，1983），

シロアシマウス（Ha1pin＆Hoffman，1987），クビワ

レミング（1）づoγ08広㎝〃gγo舳1α〃肋〃∫）（Ma11ory＆

Brooks，1978），CD－1，ICR，Swiss－Webster系マウ

ス（Huck，So1tis，＆Coopersmith，1982；Pau1．1986）の

オスは，自らの仔には攻撃しないが未知の仔に対し

ては攻撃することが報告されている．

（3）非性的社会的要因

　父親行動の種内の変異は，性的あるいは非性的な

社会的要因に規定されている．

　そのひとつが養育環境である．McLeod＆Brown

（1988）によれば，22－90日齢の間メスの仔と一緒に

飼育されたオスラットは，オスの仔と一緒に飼育さ

れたオスラットに比べて，仔殺しをしない．また，

c57BL／6Jオスマウスを性成熟後に隔離飼育すると

父親行動が増加し（Ghira1di＆Svare，1986），オスマ

ウスを両親に養育させるか，同腹の仔が少ない条件

で養育させると，童貞でも授乳姿勢を示す個体の割

合が高くなる（児玉・松尾，1990），また，オスマ

ウスを両親に養育させると新生仔に対する仔運びが

増加する（Lyons，1994）などの報告がある．

　仔と接触した経験があるかどうかも，仔に対する

オスの行動に影響を及ぼす．童貞オスラットは，数

日間仔にさらされると本来の仔殺し傾向を抑制し，

養育的な行動を示すようになる（Rosenblatt，1967）．

また，Jakubowski＆Terke1（1982）は，野生由来の

オスマウスを，生後6週問，両親および次のリター

と一緒にしておくと，父親行動をより多く示すよう

になることを報告した．

　父親行動は，社会的な順位（dominance）の影響も

受けることが分かっている．劣位のオスマウスは優

位オスよりも父親行動を多く示し，仔殺しをする傾

向は逆に優位オスの方が高い（Hucketal．，1982）．

しかし，交尾を経験した後ではこの傾向は逆転する．

すなわち，優位オスの方が劣位オスよりも父親行動

を示すようになり，劣位オスは優位オスよりも仔殺

しをするようになる（vomSaa1＆Howard，1982）．

　以上のように，父親行動は性に関わらない様々な

社会的要因によって規定されている．一般に，オス
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は，幼体期に両親による養育を受けること，異性の

仔と一緒に育つこと，仔に接触する経験を持つこと

によって養育的になる．ただし，社会的な順位で示

されているように，これらの要因の多くは以下に述

べるような性的な社会的要因とも密接に関係してい
る．

（4）性的社会的要因

　性的な社会的要因としては，交尾経験，メスとの

同居，メスの匂いなどが挙げられる．

　交尾経験は，オスラットの仔殺しを抑制するが，

父親行動には影響しないこと（Brown，1986a，b），マ

ウスでも同様に仔殺しを抑制するが，父親行動は交

尾経験によって促進されること（vom　Saa1．1985）が

報告されている．これらの報告によると，この仔殺

しの抑制効果は交尾の後約20日間持続するが，これ

はメスの妊娠期問にほぼ対応するものである．

　メスとの同居については，ラットではオスが交尾

後に妊娠メスと同居することによって仔殺しをしな

くなること（Brown，1986b），’カリフォルニァシロア

シマウスでは妊娠メスと同居することによって童貞

オスが通常の父親と同じ程度の父親行動を示すよう

になること（Gubernick＆Ne1son，1989）などが報告

されている．したがって，父親はメスと同居すると

いう経験によって養育的になるということができ

る．さらに，水原・児玉・関口（1993）は，交尾と妊

娠メスとの同居の両方を経験させることで，他者の

仔ド対して示すオスマウスの父親行動のレベルが，

自身の仔に対して示す父親行動のレベルに最も近い

ものになることを見いだした．一方，一夫多妻であ

るアメリカハタネズミのオスは，仔と接触すること

によって父親行動のレベルをあげるが，母親との交

尾や同居は父親行動に対してこのような促進効果を

持たない（Storey＆Joyce，1995）．このことは，メス

との性的経験が父親行動に及ぼす影響が，その種の

有する配偶システムと深く関わっていることを示唆

している．

　メスの匂いについては，カリフォルニアシロアシ

マウスのオスの父親行動が促進されるという報告が

ある（Gubernick＆A1berts，1987；Gubernick，1990）．

しかし，マウス（E1wood，1985，ユ986）やスナネズミ

（E1wood＆Ostermeyer，1984）ではこのような影響

はみられないので，父親行動のメスの匂いによる促

進のメカニズムも，種によって異なるものなのかも

しれない．

　これらの性的な社会的経験による父親行動の促進

のメカニズムは，オスにとって最初の仔が成功裏に

養育されるように働いているものと考えられる．
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（5）ホルモン

　養育行動に影響を及ぼす成体の内的要因として

は，ホルモンが第一に挙げられる．現在までのとこ

ろ，母親の養育行動に影響を及ぼすと考えられてい

るホルモンとしては，主に発情を司るエストラジ

オール，妊娠の維持と排卵を司るプロゲステロン，

乳汁分泌と妊娠中の乳房発達とを刺激するプロラク

チン，分娩や射精に関与するオキシトシンなどがあ
る．

　母親が養育行動を開始する妊娠後期から分娩後に

かけては，エストラジオール，プロラクチン，オキ

シトシンの血中濃度が上昇し，プロゲステロン濃度

が低下している（Rosenb1att，Siege1，＆Mayer，1979）．

これらのホルモン変化を外因性のホルモン投与に

よって人為的に再現するために，エストロゲン・プ

ロゲステロン・プロラクチンの3種を組み合わせて

投与した場合には，エストロゲンの投与が養育行動

を開始させ，その際にはプロゲステロン濃度の低下

が必要条件であることが明らかとなっている
（Rosenb1att　＆　Siege1．　1975；　Siegel　＆　Rosenb1att，

1975a，b）．さらに子宮を除去したメスラットにプ

ロゲステロンを投与すると養育行動が抑制される

（Siege1＆Rosenb1att，1978）ことも知られている．プ

ロラクチンに関しては，その血中濃度の上昇は養育

行動に影響を及ぼさない（Rodriquez－Sierra，＆

Rosenb1att，1977；Numan，Rosenblatt，＆Komisaruk，

1977）という報告と，それが促進される（Bridges．

DiBiase，＆Loundes，1985）という報告とがあり，二

貫した結論は得られていない．オキシトシンについ

ては，エストロゲンによって前処置された処女メス

ラットの脳室に，それを直接投与することによって

養育行動が開始され仔殺しが抑制されることが最近

報告されている（Inse1．1992；McCarthy，1990）（以上

詳しくは，児玉，1995参照）．

　オスの父親行動に対してこれらのホルモンが及ぼ

す影響は，母親の養育行動の場合とは異なるようで

ある、例えば，エストラジオールとプロゲステロン

とを組み合わせて投与すると，オスマウスの巣作り

行動が促進されるが，この効果はかなり不安定で，

かつ非常に限られた範囲の用量によってしか示され

ない（Lisk．1971）．また，エストラジオールとプロ

ゲステロンは，オスが父親行動を示す場合にも，そ

の内因性のホルモン濃度には大きな変化が見られな

い．プロラクチンやオキシトシンについては，メス

との交尾によってオスの血中におけるそれらのホル

モン濃度が上昇することが知られている（Stoneham，

Everitt，Hansen，Lightman，＆Todd，1985）カざ，タト的

に投与した場合に父親行動にどのような影響を及ぼ
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すのかについては未だ明確ではない．

　この他に，父親行動に関与しているホルモンとし

て，いわゆる男性ホルモンであるアンドロゲンがあ

げられる．醤歯類においては，このホルモンは周生

仔期において中枢に作用し性分化を司っている．し

たがって新生仔期のオスの去勢はその個体の雌性化

を導く．しかしながら，その時期の去勢が成育後の

父親行動に及ぼす影響に関しては，それを減少させ

るという報告（Gandelman＆vom　Saa1．1975）と，増

加させるという報告（Quadagno＆Rockwe11．1972；

McCu11ough，Quadagno，＆Goldman，1974）とがあり，

必ずしも一致していない．さらに，成体時に去勢し

たラットにアンドロゲンを投与した場合でも，父親

行動が抑制された（Leon，Nu㎡an，＆Moltz，！973）と

いう報告と，効果がない（Rosenberg＆Herrenkdh1．

1976）という報告があり，その影響は明確ではない．

　以上に述べた研究には，「オスの父親行動も，メ

スの母親の養育行動と同じホルモンメカニズムを有

しており，したがって，オスを雌性化することで父

親行動も増加するであろう」という仮定が含まれて

いる場合が多かった．しかしながら，父親行動に及

ぼすホルモンの効果は，必ずしも母親の養育行動の

それと対応するものではなく，オスを雌性化しても，

父親行動が増加するとは限らない．したがって，オ

スの父親行動には，母親の養育行動とは異なるホル

モンメカニズムを考える必要があるかもしれない．

　醤歯類において，父親行動と母親の養育行動との

ホルモンメカニズムが異なる可能性は，その分泌を

促す機序からも示唆される．母親の養育を司るプロ

ラクチンやオキシトシンなどのホルモンは，母親の

妊娠，分娩といったその個体の内的生理的変化と直

結して分泌される．しかしながら，父親行動の場合，

アンドロゲン，プロラクチン，オキシトシンなどの

血中濃度は，メスとの交尾（Stoneham　et　al．，1985）

やメスとの同居（Gubernick＆Ne1son，ユ989），仔と

の同居（Brown＆Moger，1983）などの杜会的経験に

よって変化する．したがって，父親行動には，前述

したような社会的要因がより大きく関わっていると

考えられる．

3．父親が仔と母親とに及ぼす影響

　従来，蕃歯類の父親は仔の養育には不必要である

という考え方が一般的であり，かえって母親の正常

な・養育行動や仔の発達を妨害するという報告
（Ahroon＆Fidu1a，1976）すらあった．しかしながら，

父親行動の見られる種では，仔の養育期間中の父親

の存在やその養育行動が仔の発達に対して様々な有
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益な影響を及ぼすという多くの知見が得られてお

り，近年においては，むしろ父親が必要であるとい

う考え方が優勢となっている．

　父親の存在の影響を調べるための最も一般的な実

験法として，母親のみに養育された仔の群と，父親

と母親の両方に養育された仔の群とを比較するパラ

ダイムが採られる．以下に挙げる報告でも，そのほ

とんどがこのパラダイムによるものである．

（1）仔に及ぼす影響

　父親が仔に及ぼす影響は，仔に対する直接的影響

と母親を通した間接的影響とに分けられる．仔に対

する影響は，時間的な観点からさらに二つに大別す

ることができる．一つは，離乳までの身体的行動的

初期発達（生存率，体重，発毛・開眼・開耳の時期

など）に及ぼす即時的（immidiate）な効果であり，も

う一つは，それ以降の発達（性成熟の時期，活動性・

情動性・攻撃性など）に及ぼす将来的（remOte）な効

果である．

　父親との同居による即時的な効果としては，マウ

スにおける開眼時期の加速や生存率の上昇および体

重増加（Fu11erton＆Cow1ey，1971；Bamett＆Dickl

son，1985），カリフォルニアシロアシマウスにおけ

る体重の増加（Dud1ey，1974b；Gubernick，Wright＆

Brown，1993），スナネズミにおける開眼時期の加速

と行動的発達の促進（E1wood＆Bloom，1978），アメ

リカハタネズミにおける体重の増加（Storey＆
Snow，1987），キャンベルキヌゲネズミ（Pんodo〃8

6α仰わ舳）の生存率の上昇（Wyme－Edwards＆Lisk，

1989），アメリカハタネズミの体重の増加（Storey＆

Snow，1987）などを挙げることができる．ただし，

マウスの生存率，体重（Priesntal1＆You㎎，1978），

ミナミバッタマウスの生存率，成長（McCarty＆

Southwick，1977b），クビワレミングの生存率，体重，

開眼時期（Shi1t㎝＆Brooks，1989）などに関して，有

意な影響の得られなかった報告もある．

　父親との同居の将来的効果としては，マウスでは，

メスの仔の性成熟の加速（Brad1ey，1969，Fullerton

＆Cowley．1971），オープンフィールド活動性の増

加（Fu11erton＆Cowley，1971），攻撃性の昂進

（Mugford＆Nowe1l，1972；Wuensh＆Cooper，1981）

などが報告されている．メスの性成熟に及ぼす父親

の促進効果はシカシロアシマウス（Pθγ㎜州洲

㎜α〃｛〃伽8）でもみられた（Garcia＆Whitsett，

1983）．Smith＆Simme1（1977）は，二つの近交系マ

ウス（A／J，c57BL／6J）の問で養父交換を行ない，社

会的探索行動や攻撃性に関して仔は養父の影響を受

けることを見いだした．ミ」ナミバッタマウスの父親

第18号

は，仔のオープンフィールド活動性と異種他個体（マ

ウス）への攻撃性とを増加させ，痙撃発作の生起率

を低下させることが明らかとなっている（McCarty

＆Southwick，1977c）1

　以上のように，父親行動の持つ即時的効果は，多

くの場合仔にとって有益なものであることが知られ

ている．また，活動性や攻撃性や探索行動の促進，

性成熟時期の加速などの将来的効果も，仔の生存を

高める方向に働いているものと考えられる．

（2）母親に及ぼす影響

　父親の存在は仔に対して影響を及ぼしていると同

時に，母親の行動をも変化させている．

　例えば，マウス（Priesna11＆Young，1978），スナ

ネズミ（E1wood＆Broom，1978）などでは，父親が存

在することによって母親の養育行動が減少する．こ

れは，一方の親が巣外にいるときにはもう一方の親

が巣内にいることから，むしろ父親と母親との協調

の結果と考えるべきものである（E1wood，1979）．ま

た，父親が存在すると母親は出産後の発晴中に交尾

を行なって再び妊娠する場合がある．妊娠すると，

スナネズミやマウ三の母親はケージを噛む行動を多

く示してあまり仔を舐めなくなり（Elwood＆
Broom，1978；Wuensh＆Cooper，1981），ラットの母

親は次の出産の数日前には養育行動のレベルを全般

的に低下させる（Row1and，1981）という報告がある．

このような場合には，母親による養育行動の低下が

父親行動によって補われている可能性が考えられ

る．さらに，バッタマウスの父親の尿によって母親’

の養育行動が増加することも報告されている
（Duva11，Scudder，Southwidk，＆Schu1tz，1982）．

　以上のように，仔の養育期聞中に父親が母親の養

育行動を様々な形で変化させていることが示されて

いる．父親一母親一仔の三者間の中で，父親は母親

の行動を変化させることによって間接的に仔へ影響

を及ぼしている可能性があるが，このような聞接的

な影響については研究が少なく依然として明らかに

されていない．

まとめ

　従来より，母親が仔に授乳する哺乳類では，母親

による仔の世話が重視されてきた．しかし，魚類，

両生類，鳥類などの他の動物と同様，哺乳類でも’醤

歯類やイヌ科やヒトをはじめとして父親による世話

（父親行動）が多くの種で見られる．したがって，動

物界全体としては父親行動は普遍的なものと言うこ
とカぎできる．
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　父親行動は醤歯類でも普通にみられるが，それぞ

れの種によって観察される父親行動は量的および質

的にかなりの変異があり，また同一種内でも変異が

大きい．このような父親行動の変異を規定している

要因には，種問変異の要因として配偶システム，種

内変異の要因として血縁性，性的および非性的社会

的経験，内分泌系の変化などを挙げることができる．

蕃歯類の母親の養育行動は個体内の内的生理学的な

内分泌系の変化によって生じている部分が大きいの

に対し，父親行動には，内分泌系の変化だけではな

く，それを引き起こす，メスとの交尾および同居，

仔との接触経験，順位といった社会的経験もしくは

社会的状況の要因が大きく関わっている．このこと

は，父親行動のメカニズムが，母親の養育行動のそ

れとは異なることを示唆する．

　父親行動は，それが仔に対する養育的な行動であ

る以上，仔に及ぼす影響は最も重要な問題となる．

父親が仔に及ぼす影響は，多くの場合仔にとって有

益なものであるが，そのような影響を検討する際に

は，以下のような点を考慮しなければならないと考

えられる．

　第一に，実験環境の問題である．従来の研究の多

くで標準的に採用されているのは，餌・水が自由に

与えられ，温度をはじめとしたその他の環境も，動

物にとっては大きなコストを払うことなく生存でき

る環境である．ところが自然場面はそれとは大きく

異なり，採餌したり，仔を育てたり，捕食者や同種

他個体から仔を守る必要がある．このような自然場

面では，仔の生存や成長に父親が関わる必要性がよ

り大きくなるに違いない．したがって，生態学的に

みて適切な場面を設定することは，仔の成長・発達

に及ぼす父親行動の影響を明確にするために必要と

なるだろう（E1wood，1983；Brown，ユ993）．実際，飼

育環境の温度変化や，採餌行動を必要とする条件を

導入すると，父親の存在が仔の生存率を高めるとい

う報告がある（Gubemick　et　aL，ユ993）．

　父親が仔に及ぼす影響を考える上で次に重要なこ

とは，養育場面における実際の行動的相互作用を検

討することである．父親が仔に及ぼす影響の程度は，

父親の仔に対する行動的な関わりの程度と深く関

わっているであろうから，父親行動の量的レベルが

高い動物においては，父親が仔に与える影響もまた

大きく，もともとの父親行動の量的レベルが低い動

物では，父親を剥奪しても，仔の成長にはさほど影

響を及ぼさないかもしれない．さらに，父親行動に

は質的な差異もある．すなわち，どのような父親行

動が仔の成長や発達のどのような側面に影響してジ

るのかを明らかにする必要があるだろう．加えて，
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両親による養育場面には当然母親もまた存在する．

父親が母親にも影響を及ぼしているという報告があ

ることは，父親は，母親を通して間接的に仔に影響

を及ぼしている可能性が大きいことを示唆するもの

である．以上のことから，父親が仔に及ぼす影響は，

父親一母親一仔の三者が存在する養育場面におい

て，その三者間の行動的な相互の関わり合いの中に

見出していく必要がある．

　しかしながら，従来の研究の多くは，父親がいる

かいないかが仔にどのような影響をもたらすかを単

純に比較するものであった．中でも，将来的効果に

関する研究の多くは，父親行動の研究というよりも

初期経験（ear1y　experience）の文脈から行なわれた

ものである．そこでは多くの場合，父親はあくまで

仔の刺激づけ（Stimu1atiOn）要因としてみなされたに

すぎず，父親というよりも「成体すス」というひと

つの外的刺激として扱われてきた．ここでは，父親

と仔との現実の行動的関わりはほとんど無視されて

きたのである．

　養育に関与するものとして父親をとらえる父親行

動研究の観点からは，仔の成長結果だけを問題とす

べきではない．その場面において父親が仔および母

親に対して何をしているか，父親の影響を受けた母

親は仔にどのように行動しているのか，そして，そ

のような両親に対して仔がどのように応えているの

かといった，養育場面における父親一母親一仔とい

う三者問の実際の行動的な関わりをより重視してい
かなければならないであろう．そのために，今後は，

父親行動そのものを詳細に観察し，それを母親の行

動，および仔の成長や発達や行動と対応づけるよう

な研究が必要となる．
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